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東京理科大学との産学公連携の取組状況について

1区 内事業所アンケートの実施

(1)調査対象数

区内全製造業を含む3,215企 業 (有効対象数)3,169企 業

(2)調査内容

事業所の概要 (業種・従事者数・事業内容等)、現在の経営状況、東京理科大学との産学
連携意向等

(3)調査期間

平成23年 5月下旬～6月中旬

(4)有効回収数

374社 (回収率11.8%)

(5)結果の概要

・大学との産学連携の経験のある事業所は11。3%(41件 )だが、関心のある事業所は
44.5物賞157イ牛)と,ヒ較白勺多れ 。ヽ   ~
・ 関 心 のある事 業所 にとって気 がか りな点は、「ゃ り方 がわか らない」(63.5%)、
「大学とのルートがない」(56,9%)、「連携の費用がノ心配」(44[.5%)などとなっている。
・東京理科大学との産学連携か、の期待として最も多いのは「技術等の相談指導Jで 52.3%を

占め、以下、「研究や試験の依頼」(31.8り、「共同研究J(28,5りと続いている。

※産学連携・区内事業所アンケート調査結果 [整:料∃

2東 京理科大学研究室アンケートの実施

(1)調査対象数

東京理科大学全529研究室 (有効対象数529研 究室)

(2)調査内容

研究室の概要 (所属学部学科 ,キャンパス名)、希望する産学連携の内容、区内工場見学

会に対する関心と意向、研究室見学会受け入れの可能性と条件等

(3)調査期間

平成23年 8月上旬～9月下旬



(4)有効回収数

116研 究室 (回収率2119%)

(5)結果の概要

・希望する産学連携の内容は、「共同研究・委託研究」が 71.0%と最も多く、以下、「技術相談・

指導」(45.8%)、「試験機器 ・試作機の発注」(17.8%)、「インタ
ーンシップJ(10。3%)となっている。

・ 区内工場見学への興味については、「ある」(29.5%)と「ややある」(50,9%)を合わせると約8害」と

なり、大半の研究室が興味を示している。

。研究室見学会の受け入れについては、「困難である」は 14.0%に留まり、「歓迎したい」57.0%、

「条件次第Jが 28,9%と、ほとんどの研究室が見学受入れの可能性を有している。

※東京理科大学研究室アンケート調査結果  資 料2

3葛 飾区産学公連携推進協議会の運営

(1)設置時期

平成23年 7月

(2)委員構成

工業関係者 10名 、東京理科大学5名、東京商工会議所葛飾支部 1名、金融機関2名 、

都・区職員3名 (全21名 )

(3)開催状況

①第1回

ア 開催 日

平成23年 8月 3日(水)

イ 議題

,葛飾区産学公連携事業の進め方について

・区内事業所ニーズ調査について(中間集計結果)

・東京理科大学研究室に対する概略調査について

②第2回

ア 開催 日

平成23年 12月 20日 (火)

イ 議題

・東京理科大学研究室に対するアンケ
ート調査結果の概要

。今後の進め方等について
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4東 京理科大学との産学公連携講演会・交流会の開催

(1)開催 日

平成23年 11月 10日 (木)

(2)会場

テクノプラザかつしか大ホール

(3)演題

『東京理科大学が葛飾キャンパスで実現したいこと』

(4)言語自市

東京理科大学理事長 塚本桓世氏

(5)参カロ者

80名

5今 後の予定 (平成23年度)

(1)産学公連携講座 (テクノロジーカフェ)

東京理科大学教員を講師に招き、参加者 15名程度の少人数・参加型スタィルで実施する。

内容は大学研究室シーズの発表、意見交換、技術相談などし、3講座の開催を予定してい

る。

・第1回 I降成24年 2月 21日 (火)

。第2回 平成24年 2月 28日 (火)

。第3回 平成24年 3月 6日 (火)

(会場はいずれもテクノプラザかつしか)

(2)研究室見学会

東京理科大学基礎工学部を中心に3～ 5研究室 (平成24年 2月 下旬)

(3)工場見学会           一

産学連境に関心の高い区内企業を3～ 5社 (平成24年 3月上旬)

(4)第 3回葛飾区産学公連携推進協議会

平成23年 度の活動実績報告及び平成24年 度の活動内容を協議(平成24年 3月 中旬)

6平 成24年 度以降の予定

(1)葛飾区産学公連携推進協議会の運営

O主 な協議事項

ア 各種助成制度の検討

イ 東京理科大学葛飾キャンパス内に設置されるインキュベーションルーム等に関すること



② 開催回数

年4～ 6回程度

(2)東京理科大学と区内企業との交流イベント

0内 容

パネルディスカッション、分野別意見交換会

② 時期

平成24年 8月 (予定)

(3)産学公連携拠点施設整備支援

東京理科大学葛飾キャンパス内に設置される「産学交流スペース」「インキュベーションルー

ムJ等の整備にあたり、必要な備品等を購入する。

(4)産学公連携専属コーディネーターの配置

①コーディネーターの役害|

・区内企業に対する産学連携に関するPR・本目談

・東京理科大学研究室に関する情報収集

・新製品・新技術開発プロジェクトなどの推進・支援

② 皿置時期              ヤ

平成24年 4月

③ 酉己置人数

1名

(5)その十也

工場見学会・研究室見学会を引き続き実施する。



産学連携・区内事業所アンケ牟卜調査結果

1 調 査概要

①調査方法

郵送霊布回収 。郵送配布によるアンケー 晴脇皇

○調査対象業種

区1内の全ての製造業 ,建設業(総合工事業のみ),情 報通信丸

O調 査対象抽出方法 :

NTTタ ウンページガータベースをオけ用し、同データーベースの業種分類に基づい

て対象を抽出。

O調 査内容

事業所の概要 (業種 ・従業者数 ・事業内容窃 、現在の経営状況、瀬 理科大学との

産学連携意向など。

○調査期間

平成23年 5月下旬～6月 中旬。

○調査票回収結果

以下の表のとおり。

調査対象数

(A)

調査対象外 有効対象数

(C=A-3)

有効回収数

( D )

有効回収率

(D/C*100)

計

( D )
廃業等

移転等
宛先不明

3,215 46 35 3,169 374 118%



2 金 事業所調査結果

口調査対象事業所の概要

☆回答事業所の業種構成は、製造業」(6916%)、1鞭 抱 (153%)、「商業他」(137%)、
「情報通信業J(113%)と なっている。
☆従業者規模は、「4～ 9人」(344%)が 最も多く、「3入以下J Q74%)、 「10～19人」
(179%)と 続いており、全般的に小規模企業の多い傾向がうかがえる。
☆ 「単独事業所」G810%)カ ミ7害」近くと最も多くなっている。次いで 「本社。本店。本
社工場」Q43%)が 全体の4分の1近くを占めている。

量な業種

く回答件数 :372>

商業他 (1317%)

情報通信業 (13%)
(69 6%)

建設業 (153%)

従業者規模
<回答件数 :369>

10れ19人 (179%)

30^,49メ、

20～ 29人 (95%)
3人 以下 (274%)

本社 Ⅲ本店 Ⅲ本社工場 (243,

(34 4挑)

単独事業所 ・本社 Ⅲ支社等の別

く回答件数 t362>

支社 し支店 い分工場 (7琳 )

独事業所 (680銘)
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☆創業時期は、「昭和20～30年代Jが 3812%、次いで 「昭和40年代」が2512%となっ
ており、両者合わせて6割以上を占めている。戦前に創業された企業も1害J以上あり、
比較的業歴の長い企業が多い。

☆自社製品。OEM製 品の有無については、「なし」(58て6%)が 約6害4、「ありど惣1ィ4%)
が約4害Jとなっている。

倉1業時期
<回答件数 :36電>

(55%) 明
治口大正 (55%)

平成10年以降

平成元～9年 (36%)
昭和60年代 (39%)

昭和50年代 (1lⅢ 6%)

目召呑口40年ニイ代 (25i

自社製品 ロ

自社製品 ・OEM製 品の有無
<回答件数 :353>

和19年以前 (64%)

和20～ 30年代 (3812%)

EM製 品あり (414%)
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■製造業の業種 コ生産場所

☆製造業事業所のより細かな業種構成は、「金属製晶」(276%)が 最も多く、次いで 鴨
械 。機器部品」(146%)、 「その他」(14Ⅲ6%)、 「プラスチック製品」(10Ⅲ跡)、「ゴ、ム

製品ど(7中5%)な どとなっている。

☆製造業の国内事業所の機能としては、「生産活動主体の工場」が762%と 最も多いc
☆それ以外の、区内に主たる生産場所のない製造業の生産活動の場所は、「他の自社工場
や子会社で」(5618%)カ ミ6害!近くを占めている。また、町まとんど外注で」とするプ

ァブレス型の企業は、205%と なっている。

製造業の具体的な業種
<回答件数Ⅲ254>

その他 (146%) 機械 口機器部品 (146%)

飲食料品 (39%)

皮革製品 (63路)
木材 い家具関係 (04銘) 金属製品 (276%)

紙製品 (39%)

印用‖と製本 (71%)

繊維 Ⅲ衣服製品 (39%)

プラスチック製品 (102%)   ゴ ム製品 (75%)

区内事業所の機能
(製造業の企業のみ)

く複数回答、母数 3227>

10    20    30    40    50    60    70    80 96

生産活動主体の工場

本社 "営業機能

研究開発 Ⅲ企画

保管 日配送活動

その他
主たる生産活動の場所
(区内に主たる生産場所のな
い製造業のみ)<回答件数:44>

その他 (23り

上記の併用で

ほとんどネ注で (20

子会社 で (563恥)
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田大学との産学連携について

☆過去に大学との産学違携経験のある事業所 (「ある」)は 1113%(41事業所)と眼定さ
れており、ない事業所は8817%と 9割近くとなっているQ
☆経験のある事業所における大学との産学連携経験の内容は、「研究や試験の体頼」カミ

395%、 「共同研究」が342%と なっており、この2者が他を圧して多くなっている。

産学連携経験の有無
<回答件数 :364>

産学連携経験の内容
(経験ありの企業のみ)

く複数回答、母数 ,38>

10    15    20    25    30    35
％

０

共同研究

研究や試験の依頼

技術等の相談 ・指導

インターンシップ

大学生との交流活動

学会や研究会での交流

社内に08が いて交流がある

以前から大学教授等と親しく交流がある

大学の臨時講師を引き受けた

大学が使用する試験機器等の製造を受託

その他
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■東京理科大学との産学連携について

☆東京理科大学の葛飾区内への進出については、849%が 「知っていたJと している。

☆東京理科1大学との産学連携については、「関心があるJとの回答が445%(実 数で 157)

を占めている。

☆東京理科大学との産学連携に蘭心のある層にとっての気掛かりな点は、「やり方がわか

らないゴが63Ⅲ5%、 「大学とのルー トがない」が56,9%、 「連携の費用がフい配Jが 445%

となっている。

東京理科大の区内進出に関する
1青報の有無

   <回 答件数 :371>

知らなかつた

(34 9%)

東京理科大学との産学連携への
関心の有無 <回答件数:353>

(44 5%)

産学連携をやるにあたっ
1て
気掛かりな点

(産学連携に関心のある企業のみ)

く複数回答、母教 :137>
●z/。

10    20     30    40    50     60     70

やり方がわからない

大学とのルートがない

連携の費用が,い配

その他

とくにない
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☆東京理科大学との産学連携に関心のある層が、何を期待している力寸こついては、「技術
等の相談・指導」が52Ⅲ3%と 他を引き離して最も多く、「研究や試験の依頼頁318%)、
「共同研究」(285均 などと続いている。
☆東京理科大学との産学連携に関心がない層は、その理由として 「その必要がない」
Gl1 4%)を 最も多く挙げている。

東京理科大学との連携に望むこと
(産学連携に関Fいのある企業のみ)

<複数回答、母数t151>

10      20      30      40      50      60

共同研究

研究や試験の依頼

技術等の相談 を指導

インターンシップ

大学生との交流

研究会等での交流

大学保有機器の利用

大学施設の利用

研究者等の情報提供

企業向け公開講座

大学が使用する試験機器等の製造受託

その他

その必要がない

やり方がわからない

大学とのルー トがない

連携の費用がrb配

産学連携に関心のなしヽ理由
(産学連携に関心がない企業のみ)

<複数EBFl答、母数 :184>

10    20     30     40     50    60

7

その他



コ関心の強い分野

☆事業所にとって関心の強い分野は、「新素材」(327%)と 「環境」(318%)カミ他より

抜きん出て多くなっている。そのほかでは、「健康・医療」(203%)、 「ロボット・メ

カトコ関連」(124%)、 「デザイン・ソフトウェア開発」(112%)が やヽや目立って多

くなって
｀
いる。

関心の強い分野

<複 数回答、母数 :330>

新素材
環境

福祉

健康 ,医療
エレクトロ五十クス

情報通信
デザイン・ソフトウェア開発
バイオテクノロジー

ナノテクノロジー

回ボット・メカト回関連

宇宙 ・航空関連

海洋閉違

その他
とくにない

%
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3 産 学連携に関心のある事業所の傾向

回事業所の概要

☆関心のある事業所の業種局戎ヤま、「製造鞄 カミ771%と なっており、関心のない事業所
よりも製造難 f合が多くなっている。
☆従業者規模では、「10～19人」が24Ⅲ8%を 占めるなど、関心のない事業所よりもIヒ較
的大規模の事業所が多い傾向がみられるc
☆単独事業所。本社・支社等の別では、「単独事業所」が5613%に とどまる一方、「本社 ・

本店 ・本社工場」が3311%、 「支社。支店。分工場」が106%と なっており、関心の
ない事業所よりも本社や支社が多くなる傾向がうかがえる。

産学連携の関心の有無別半主な業種
常

0        20        40        60        80        1oo

関心あり

関心なし

全体

産学連携の関心の有無別孝従業者規模

20       40       60       30       1oo

関心あり

関心なし

圏蘇|
匿買 20 2ヽ 9人

Z物 30 4ヽ 9人

狂コ 50人以上

389

産学連携の関心の有無別 普単独 〕本社 Ⅲ支社の別

9        20       40       60       80       1oo

橿茎酪槌場|



☆創業時期は、「昭和 20～30引 地が429%と 多いほか、戦前に創業した事業所も149%

を占めるなど、全般的に関心のない事業所よりも業歴の長い事業所の割合がより多い

傾向がみられる。

☆自社製品 BO巳 M製 品の有無については、「ありJが 約 6割 (57Ⅲ3%)、 「なし」カミ約 4

割 1427%)と なつており、関心のない事業所の傾向とは逆転している。

産学違携の関心の有無別来創業時期

20        40       60        80

関心あり

9

154

関心なし

産学連携の関心の有無別ネ自社製品の有無

80       100

関心あり

闘心なし

自社製品 口OEM
製品あり

圏難審母
rOEM

隆密 明治 ・大正

田 昭和19年以前

駆劉 昭和20～30年代

底闘 昭和40年代

豚物 昭和50年代

麗圏 昭和60年代

H平 成元～9年

□ 平成10年以降

1 0



■製造業の業種【生産機能

☆製造業事業所のより細かな業種構成は、「金属製品ゴ(213%)、 「機械・機器部品」
(205%)、 「グラスチック製品ど(156%)、「その他」(156%)、 「ゴム製品J(66%)
などとなっており、関心のない事業所に比べて機械塊端静馬品の害」合が高いほ力章よ、そ
オザ壁大きな達いはみらオらない。
☆製造業の区1内事業所の機能としては、「生産活動主体の工場」が戸4Ⅲ l%を最も多い。「本
社。営業機能」が23Ⅲ3%、 「研究開発・企画」が9)5%と、関心のない事業所よりもそ
の割合が高くなっている。

☆区内に主!たる生産場所のない製造業の生産活動の場所は、「他の自社ェ場ゃ子会社で」
(6019%)カミ0害Jを占める一方、「ほとんど外注で」とするファブレス型の企業は、
130%と 少なく、関心のない事業所とやや異なる傾向がうかがえる。

産学選援の関心の有無別*製造業の業種

関心あり

関心なし

産学連携の関心の有無別*区 内事業所の機能<複 数回答>
産学連携の関心の有無別 *主たる生産活動の場所

0        20       40       6o       30       iOo
生産活動主体の工場

本社 ,営業機能

研究開発 n企画

保管 1配送活動

155

舷2燥
工場や
 |

麗園 ほとんど外注で

El上 記の↑用で

養Sそ の他
20 3

母数

1 1 6

モ03

227

ヽ
ェ

その他



■現在の経営状況

☆現在の経営の状況をみると、関心ありの事業所の212%が 「ほ劇噺 」となっ
｀
ており、

けF常
卜
に"原調」(32%)を 合わせると2414%と なる。ほヤゴ1/4の事業所が良好な経営

状況にあることがうかがわれるc関 心なしの事業所ではこの数値が 1213%と 半分に留

まり、かなりの差がみられる。

産学連携の関心の有無別 *現 在の経営状況

%
20       40       60       80       100

歴□ 非常に順調

麗田 |まぼ順調

睡田 横ばい

昼国 不振

陵密 非常に不振

関心あり

0

関心なし

を

全体
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麗大学との産学連携について

☆過去に大学との産学連携の組強のある事業所は、232%(36毒 翠靭庁)と 4分の1近 く
を占めているc関心なしの事業所は16%(3事 業所)に留まり、関心ありの事業所と
の差がかなりみられるc

☆大学との産学連売極強のん容では、声共同研究」と「研究や試験の依頼」がともに35,3%、
「技術等の指導。相談」が206%、 「以前から大学教授等と親しく交流があるJが17(6%、
「インターンシッ|プどカミ147%な どとなつている。

産学連携の関心の有無月1求産学連携の経験

20       48       60       80       1oo %

関心あり

関心なし1

全体

産学連携の関心の有無別ホ産学連携経験の内容く複数回答>

共同研究

研究や試験の依頼

技術等の相談 “指導

インターンシップ

大学生との交流活動

学会や研究会での交流

社内にOBが いて交流がある

以前から大学教授等と新しく交流がある

大学の臨時講節を引き受けた

大学が使用する試験機器等の製造を受託

6   1 l

50 0

囲
圏
田

関心あり

関心なし

全体

母数

34

2

38

147

1 1 3 1 2

118

105

9

3

1 1 . 8
50 0

|
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1 7 6
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その他



田東京理科大学との産学連携について

☆東京理科大学の葛飾区内への進出については、847%が 「知っていた」としており、

関心の右無による違いはみられなし、

産学連携の関心の有無別承東京饗科大の区内進出情報

0        20       40       60       80       100't

関心あり

図 知つていた

軽顕 知らなかった

関心な し

口関心の強い分野

☆事業所にとって関心の強い分野は、

産学連携に関心ありの事業所では

「新索材」(4910%)と 「環境J

“28%)が 他より抜きん出て多く

なつてしヽる。その1まかでは、昨報驚・

憂療」(2418%)、「ロボット。メカ

トロ閲違」(207%)、 「デザイン・

ソフトウェア開発」(193%)が 霞

立|っている。

☆産学連携に関心なしの事業所

と比較すると、数値はそれぞれ

異なるものの全般的な傾向は

大差ない。ただし、「とくにな

い」が前者は 28%、 後者は

4311%と 大きく差がある点が

知蜘的である。

産学連携の関心の有無別ネ関心の強い分野く複数回答>

新索材
9 0

環境

福祉

健康 Ⅲ医療

エレク ト「lニクス

情報通信

デザインⅢソフトウェア開発

バイオテクノロジー

ナノテクノ回ジー

ロボット・メカトロ関連

宇宙“航空閣達

お洋関違

その他

とくにない

母鵠

145

1 4



事 業  所 各 位
平成 23年 5月

葛飾区 地域振興部 商ェ振興課

日頃から葛飾区の産業振興施策にご理解とご協力を賜 り、厚くお礼申し上げます。
さて、本区には、平成25年 4月 に東京理科大学が開設されます。(場所は」R金町駅北

西側 。三菱製紙跡地)

東京理科大学には優れた科学知識 ・技術の蓄積と研究体制があり、区内の大多数をお
める中小企業との交流や技術連携など、東京理科大学との産学連携の方向は、産業振興

にとって重要なテーマとなってお ります。

そこでこのたび、区内の関連業種の事業所を対象に、大学との連携 (産学連携)に 関

する現状や意向などをおうかがいし、今後の支援策に反映させるためにアンケー ト調査

を実施することになりました。 (調査業務は、(株)都市計画同人に委託して行います。)

ご多忙のところ誠に恐縮に存じますが、本調査にご協力のほどよろしくお願い申し上

げます。また、産学連携に関心をお持ちの事業主様には、アンケー ト終了後、調査員が

そちらにおうかがぃしてヒアジングをさせて頂くこともございます。その節は、ご協力

のほどよろしくお願いいたします。

なお、ご回答いただいた内容については秘密を厳守し、統計的に処理を行い、この調

査以外の目的には使用いたしません。

r キ

ー ー ー ー ー ー ー ー 串 串 一 キ 中

ギ

ー キ _ _ 串 ― 一 _ 中 串 中 中 串 中

、1          ご
記入に当たって         1

1 ア ンケー ト票の返送方法

記入 していただきましたアンケー ト票は、同封の返信用封筒に

入れて、 ご投函ください。 (切手は不要です)

2 不明な点がございましたら、下記担当者までお問い合わせくださしヽ。
【調査の趣旨等について】

晶評孔昔督誓轡暫ゴ葺暫胃碧弔
工業
種塁挿新答

【調査票の記入方法等について暑

怪智ぽ 亀巳亀手で壱呑詰篭 (担当〕藤井量善
― 中 一 ― _ _ キ ー ー ー キ ー ー ー ー ー ノ

1

＼

大学との産学連携の例         ~
*大 学研究室 との共同磯筑や委訂研究
米大学が険風する試験機器等の受注
*空 き愚熱 を載潟 した大学生の地域貢献活動
*大 学生を企業との交流や就斉体験  筆 々



事業所名

(代表着氏名)

(代表者年齢)

歳

事業所の

所在地 葛飾区
(記入者氏名)

(電話番号) (Errla i lァト
卓
レス)

(mX番 号) (ホームヘ
4…
ン
｀
アト
や
レス)

本社・支社別 1.単 独の事業所  2=本 社。本店・本社工場  3.支 社・支店・分工場

主な業種
(1つだけ○)

「
T軽姦轟憲
コ

L _ _ T _ _ ヨ
2.建 設業 3.情 報通信業 4。商業他

製造業のみ

具体的な業種
(1つだけ①)

１

　

一
ｏ

　

９

~ ~ 子~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 一―

機械・機器部品 2

繊維・衣服関係 6

皮革製品   10

金属製品  3。 ゴム製品

印昴い製本 7.紙 製品

飲食料品 11。 その他

4,フ
°
ラスチック製品

8.木 材・家具関係

(2)貴事業所の従業者数 (※事業主、家族従業者、常雇、ハ
・―卜を含めて)

についてお答えください。

(3)創 業時期は? 1。明治 ↓大正  2.昭 和 (   )年  3。 平成 (   )年

(5)貴社では自社製品やOEM製品をお持ちですか?(1つ だけ0)

1ぅ自社製品や OEM製品を持っている

2,自 社製品もOEM製品も持っていない

(6)概 して現在の経営状況は?(1つ だけ○〕

1.非 常に順調  2。 ほぼ順調  3.横 ばい  4J不 振  5.非 常に不振

【※OEM製品とは、自社ブランドを伏せて

相手先のブランドとして供給する製品の

こと曇

2

(4)貴 事業所の主な事業内容は?(具 体的に記入)

(記入例)

工業用ネジ製造、ア
・
ラ汀ック射出成形、

半導体製造装置製造、建設機械部

品切削・組立、金属製品メッキ、

金属プレス加工、製版、製本など

1

|

|

:

:



(7)新 たに、区内に東京理科大学が進出することをご存知で したか ? (1つだけo)

1.知 っていた  2。 知 らなかった

(8)貴 社で,まこれまで、大学 (区外を含めて) との 「産学連携Jの 経験がありますか?
つだfナ○)

1.あ る ' 2,な い

(8-2)差 し支えなければ、相手先の大学名、研究科名などをご記入くださいむ

(9)東京理科大学との「産学連携」について関心がありますか?
(1つだ|ナ○)

( 9 - 3 )その理由は?
(該当するもの全てに○)

1.や り方がわからない
2.大 学とのルー トがない

3.連 携の費用が,心配

41そ の他 (         )

5で と くになVヽ

1。その必要がない

2。やり方がわからない

3。大学とのルー トがない

4.連 携の費用がァい配
5。その他 (         )

(9-2)東 京理科大学 との連携に望むことは ?(該 当するもの金てに○)

(9-1)イ可か気推卜かりな点は?
(該当するもの全てに○)

E

(8-1)そ の内容は ?(該 当するもの全てに○)

1.共 同研究 2.研 究や試験の依頼 3と技術等の鵜談考旨導
4.イ ンターンシップ   5。 大学生との交流活動  6。 学会や研究会での交流
75社 内にOBが いて交流がある

9.大 学の臨時講師を写1き受けた

11,そ の他 (

8=以 前から大学教授等と規 しく交流がある
10t大 学が使用する試験機器等の製造を受託

】

1.共 同研究

4tイ ンターンシジプ

7,大 学保有機器の利用

10.企 業向け公開講座

12.そ の他 (

2。研究や試験の依頼   3.技 術等の相談。指導
5。大学生との交流   6。 研究会等での交流
8。大学施設の本J用   9,研 究者等の情報提供
11。大学が使用する試験機器等の製造受託

ノ

―― 豪 厨もごコ 答ぐださしヽ 一 一



(10)貴 社の今後に関連 して、特に関心の強い分野は ?(該 当するもの 3つ 以内にO)

1,新 兼材    2。

6.情 報通信   7,

10。こホ
Sッ
ト。メカトコ関連

13。その他 (

14.特 にない

環境   3コ 福祉   4.

テ
｀
サ
Fイ
ン・ルトウェア開発   8ぉ

11。宇宙 。航空関連
す`

5. エレクトロニクス

9. ナノテクノロシ
キー

12.海 洋関連

健康。医療

ハ`イオテクメロシ一`

(11)貴 社の強みは何だと思われますか?(具 体的に記入してください)

12)<製 造業の場合のみ記入してください>
この葛飾区内の事業所で生産活動をされていますか ?

(該当するもの全てに○)
(12-1)主たる生産活動ほ
どこで?(1つ だけ○)

1.他 の自社工場や子会社で

2.ほ とんど外注で

3.上 記の併用で

4。その他

(13)最後に、大学との産学連携に関して、ご意見。ご要望等があれば記入してください。

一一  ご 筋力あクがと多ござレ`ましたθ串キ

4

1.区内の事業所は生産活動主体の工場である

2.区内の事業所は本社もしくは営業機能が主体t
3。区内の事業所は研究開発や企画が主体

4.区内の事業所は保管。配送活動が主体   t

5,そ の他 (



i夷哀理科大善観究量アンタiキ

モ 調 査覇霞

G調 査斉法

克氏理辞1大学手!学技術交流センター!こまる醍希

○調査対象

東京理手斗大学全キャンパスのすべての研究重

。郵送回収によるアンケー 帳駈塁

0調 査内容

研究室の概要 談島学部学科スキャンクミス名鞠 、産学連携の頻度、希望する産学連携の内容、葛飾区
:こ対する知識、区内工場見学会!こ対する関心と意歳、研究室見学受げ入れの可能4性と条件、葛飾区にお
ける産学連携|こ関する意虎々や/Fバ イス 言薪厨,ま、別頼調査票を参丹亀

8調 奎競範

平成23年 愚月上旬～9月 下旬。

①調査韓園収結果

童 曇 事業所調査籠桑

襲磁 室の頭種率ャンパス
井回容研究室の所在キャンフア`マスの構成は、「野田i(56,9カ、
化i t4 3%)となって, るヽ。

朝究重誘在等ャ

8    瑠0   20   30   40   50   8等

略中楽坂J(328%)、 「九段ど(6つ崎 、Iその

シゴミ氏

70   80   9o   lo8
%

有効対象十数

くC=A―B)



■ 「産学連携どの頻度

☆ 「共同研究 ・携麟露姥亀 について,ま、Fl・鱗 的多いゴカミ216%、 「普通」が224%と なっており、半数近

くが普通以上に共同研究や依頼研究を実施していることがう力均ミえる。キャンパス月電では、野田キャン
パスのカカ平申楽坂キャンパスよりも産学連携の頻度が若〒多くも 向がみられるc

☆ 「技術等相談 。指導」については、F比較的多い」が155%、 「普通士が30)2%と なつており、「共同研

究。体援研究」同様、半数近くが普通メ上に実施していることがわかる。キャンパス別でも、「共1司研究 。

依頼研究」同様傾向がうかがえる。

<研究室所在キャンパス別集計>
産学連携の頻度ネ共同研究 '依頼研究

10   20   30   40   50   60   70   80   00   や 00

醒翌 比較的多い 度 密 普通 回田 比較的少ない 醒調 ない

<研究室所在キヤンパス別集計>
盛学連携の頻度ネ技術等穂談 ・指導

10   20   30   40   50   80   70   80   90   100

霞盟 比較的多い 2四 普通 EEEIB比較的少ない 麗題 ない

ワ
々



☆ 晴識譲機器等製造委託」については、「ない」が757%と 大部分を占める一方、「比較釣多い」が26%、
「普通」が512%と普通以上に実施している層は1害切こも満たない。キャンパス別では、野田キャン
パスのカカ普申楽坂キャンフ′ミスよりも産学連携の娠度が若干多し▼頃向がみられるc
☆ 「インターiンシップ」についても、「ないrが 681%と 大部分を占める一方、唯鯨 的多い」カミ26%、
「普通」カミ95%と 普通以上に実施している層は1害」程度と少なし、キャンパス別では、野翔キャンパ
スで 「普通運が154%を 占めやや積極的な傾向がうかがえる。

<研究室所在キャンパスEll集計>
産学連携の頻度*試験機器等製造委託

青0   20   30   40   50   69   70   30   90   100°
/°

幽 比較的多い 臣密 普通 田□ 比較的少ない 圏圏 ない

く研究室所在キャンパスEll集計>
産学連携の頻度辛インターンシッフ

10   20   30   40   50   60   70   80   90   1oO°
/6

醸題 比較的多い 歴 函 普通 EIM比 較的少ない 驚轟】ない

3



田希望する 「産学連携」の内容

☆ 「共同研究・委託研究」(7110%)が最も多く、次いで 「技術相談・指導」(458%)、 昨鞭導瑠津・試作

機の発注J(178%)、 「インターンシップ」(1013のとなっている。キャンパス月日では、神楽坂キャンパ

スで 「インターンシッ九 カミ2010%と他キャンパスに比較して若千'多くなつているのが特徴的である。

<研究宝所在キャンパス別集計>

器望する産学連携の内容

8    20    40    60    80   100   120

く複数回答>  %

140   160   ]30

神案坂

丸段

野田

その他

全体

醐
囲
醐

共同研究Ⅲ委託研究  圏 田 試験機器〕試作機の発注

技術相談口指導    目 観 その他

インターンシップ

■葛飾区に対する知識の有無

☆ 「多いと思う」が600%、 「ある程度ある」が121%、 r若干ある」が328%、 「ほとんどないJが 49Ⅲ l%

となつており、葛飾区|に対する矢断哉がある程度以上ある層は、全体の2害J程度にとどまって
・
いる。キャ

ンパス別では、野田よりも神楽坂の方が知識のある層が多=ミ向がみられるc

<研究室所在キャンパス別集計>

葛飾区に対する知識の有無

神楽坂

九段

野田

その他

全体

囲  多いと思う 匡密 ある程度ある lEE 若 千ある 圏  ほとんどない



■区内工場見学会への興味

☆ 「あるJ e9,5%),「 ややある」609%)合 わせて七約8害けが区内ェ場見学会への興味を示している。

<研究童所在キャンパス別集計>

区内工場見学会への興味

0    10   20   80   40   50   8o   78   80   9o   loO%

醒田 あ る    z囲 ゃゃぁる    回 理 な い

■区内工場見学会への具体的な意向
☆ 「興味を引く企業や業種であれ,鯵カロしてもまいゴが 63Ⅲ5%と 最も多く、「教員自身が参加したいJ
643%)、 「学生を参加させたい」(3911%)と続く。キャンパスEllでは、神楽坂で教員自身の参力「膚向
が690%と ジ岸常に高くなっている。

<研究室所在キャンパス房J集計>

駆鑑蟹議魂私脊鱚編貼質働
0    20   40   60   80   1oo  120  140  160  130  2009る

九段

野層

その他

躍圏 教員自身が参加 むたとヽ

盪切 学生を参加させたぃ

EImバ スなどの手配があれば参加してもよい

麗題 興味を引く企業や業種であれ1ま参加 してもよい

題コ その地

一ｂ

全体



H区 内企業の研究室見学受け入れについて

☆ 「歓迎したいJが 57“0%、 「条件次第だ」が289%と なっており、全体の859%が 受入れ可育旨性のある
ことを示す結果となっている。キャンパス局Jでは、野ヨキャンパスで 階迎 したい」カミ63‐5%と他キャ
ンう′ミス以上に製 哀向が強い。

く研究室所在キャンパス別集計>

区内企
｀
業の研究童見学受け入れについて

紳楽坂

そ
1の
他

全体

図田 歓迎したい 区覇 条件次第だ EEl困 難である

6



く時期日日程・人数等の条件>

「条件次第で研究室見学受け入れ可能」という回答の条件の内容 (フリーアンサー)

時間があれ,乳 /見学のスクジューブツ時期や時間に依る。/時期や回数などが調整可能であること。/業 |
種、日時、人数等//韓間的に都合がつくときであれば対応可清亀 人数にもよりま曳 側 がぁれ,藁 /ョ |
程および発展膨 時間を特定できること。/日程調整と人数ですと 1度 に数えならば可と'暮に一回くらい
で時期を設定できるのであればコ肯亀 /ユ 厨に5～ 10名 程度。研究の説明は1時 間くらいで研究室内は
30分 くらいならできますと他の研究室も見学希望される方もいらっしゃると,悪われますので、某学部の
イベントとして 「見学ツアー」的なスケジュールを組んでもらったほうがよろしいかもしれません。

く見学目的について>

(研究室見学受けスれ億向に関する設間の選択肢)15く らいの気持らですが、漠然とではなく目的を
はつきりとしていただきたく思いま曳 /物見遊出でなければ受り入れまえ ノ

/不
特定の企業で,まなく、あ

る程度、仕事の内容がかみ合う企業に絞ったうえで受|サヌゴ句たし、 /何を目的とした見学力Wこよる。(当研
究室への見学はさしてメリジトがないと思いますので)/岡可を知りたいの力』カミわかるようにして欲し
レ、

<研究室の内容について
1>

産業とはほとんど無関係の書籍と計算サーバのみでよろしけれ,曳 /研究産|のアーマがシステム研究 。
社会モデル開発のため見学してもPCが並んでいるのみで、あまり見学者に右益とは思わなし、/本研究室
の研究が基礎研究であることをご理解の上での見学ならば0絶 /物質の性質(そ の中で動き回る電子の運
動の特徴から鞠 字する研究をしている。すく

や
に役立ったり、利用できたりするのは稀である。それを覚J隠

奇話に来られるのであれば歓迎しま坑 /目に見えるyw等 はな↓、/基本的には歓迎したいが、見学して
いただくものおミ職 室内にほとんどない。/ぉ見せするようなものもありませんが見学者の目的にかなえ
ば、歓迎しま先 /施設、設備は見学するまでもなし、一般的なものしかありませんら研究内容ほ見学し
てもらつてもわかるものではありませんD研究の実験には通常数日以上力功 りヽますし、見てす

｀
ぐわかるよ

うな結果とは性質が異なりますの4/特 に条件を付けるわけではありませんが、あまりお見せするもの
もなく、がっかりさせるといけないので9/見 るべきものはないですが/実験室があれば話,誠どだが、特に
お見せする研究施設はありませtゑ /理論研究室で、また教育を主としているので、内容を一緒に検討し
たうえで、来ていただくのが良いと思いまする/実験系ではないので見学するところがなし、/私の専門は
経営戦略、商品開発、マーケティング、技術経営に関する部門であり、技術を直接開発する弾T系 の研究
室ではありません。従って、経営に関する事業戦略や開発技術の商品化などの考え方についてであればご
協力できるかもしれませれ /私の研究室でt輸期の法律論なので企業の力にはあまり興味がわかないの
ではないかと,吾いま先

<秘密保持について>

他の企業のノウハウがありまする場合によっては秘密保持契約も必要となる場合がありまづ孔 /未発表
データにして守秘義務を守っていただきたい。

<そ の他>

事前の詳ネ回な打ち合わせ 事後のフィー 膨ミック。



葛飾区の産学連携に関する意見 ・アドバイス等 (フリーアンサー)

<産 学違捷への期待>

。大変良いことと存じ、さらに進めて行きたく存じて屑りま先
。平成25年 度に開学予定の葛飾キャンパスにおいて、親模の沌1 をヽ問わず産学両者が有着義な共同研究

や技術相談・指導ができる体帝」づくりや企業1貝1への情報提供をお願いできれば幸いですとよろしくお願

い申し上げまする
。研究=産 業、どちらも粕性|ヒされるということが重要でする薬串 岡ま医療関連の産業との連携が中心に

なると思いまする実際に共同研究を始める前に、理科大の研究の紹介と葛飾区|の産業の紹介をセミナー

(シンポジウム)と して行い、理解をお五やヽに深めておくこ1とが必要かもしれませんb大 きな発展につ

ながるかもしれないので、一つの会社と一つの研究室としてではなく、理科1大一葛飾区i産業という形で

展開していくのが理想的に思われます。(特許などの知的財産等についても議論を変わしておくことも

必要かと思われます,
。我々の研究テーマとマッチする企業は少なくないと思いますが、司有旨性があるならば積極的に共同研究

などを推進した杉ヽと考えて居りまする
。研究室に配属された学生や院とが、具体島旬な出日の見える研究に少しでも開与することによって、研究

に対するモチベーションの向上につながることを期待しておりまするまた、将来の進路についても、大

企業ばかりでなく、日本を支える中小企業の魅力を肌で味わうことによつて
し
選択肢の内にカロわることを

期待しておりまする
。今年4月に立ち上がった,ゴかりの研究室なので、研究自体も、競芽の時期になります。企業側の大学で

の研究に対する要望や価値観の違いなど、機会があれば聞かせていただきたいと思います
。私の研究内容ではすぐに産業に結びつけることは難しいと考えていますが、何らかの形で協力が出来れ

ばと思つていますとまた、逆に私の知らない技術をお目に力均 るヽことで、研究に役立てることが出来れ

ば嬉しく思います。
。東京に拠′点を置く多くの大学研究室では、行政と橡力する場合も、国鞠 カミ多くの殊 対象となり、区

ンウレでの相談は少ない。建築の研究分野では街造りなどの面で協力できる可情掛生は大きい。私の研究

室では公立学校の室為鞠 査を行つており、大朝員Jからの困の行政などにお願いがあつた場合など、

好着1的に対応していただけると助かります。
とくに、衛の子どもたちのために

<具 体的なニ
ーズに基づく連携への期待>

・ナノ・マイクロレベルの技術を持つ企業と連携できると良い。生卿 を持つ企業と違携できると良い。
。商品化を望んでいる製品がいくつかある。1自転草発電機 (防災グッズとして 2健 康増進月自転車発

電機 3街 灯用などのサボ=ウス困津風力発電機る球上の3点,ま是非商品化したしヽ

。紳胞培養、組繊培養等に使える材料、素材、あるいは小聖機器など、私たちが欲しいものを作れるかど

うか、それを相談できる窓日があれば大変助かりますと

・街と大学が協働することは、学塗にとつてもまいこiとだと思いま
‐
曳

一緒に科学技術を伝えることが出弟初ゴと思いまする

|



く自研究室の紹介と連携意由>

。通信ネットフークや電カシスデムなど、大規捜なシステムの信頼性設計ヤこ携わってきました。(企業の
駒 字こ25年間勤務しました)。専ら大企業の作る大規模システムが対象でしたが、工場等の生産現場
における問題についても、機会があれば取り細んでいきたいと考え

‐
ています。気軽に声を力Wすていただ

ければと思います。
。私ほ生産管理、ロジスティクス分野を専『唇としておりまする葛飾区にある工場の生産1生向上のために様々
な提案をさせていただければ幸いですと調査や分析に学生を使うことを許していただければ、費用的に
も安く、また、学生指導面でも有効な手段であると考えますと是非、お声をおかけくださし、
・中小規模の企業経営、特に製造業における技術経営、に関して我々の技術経営専政の教漫1韻 々なバッ
クグラウンドや経験 (実務、教育十研究両方)カミありますので、お役にたてることがあると考えますD。知競の専門家として、産学連携や中小企業のサポートができますと戸田市でも役員を務めていまえ ｀
東京理騨大学脳IP平     ク リニックプロジェクト、
。小生は国際火災科学研究科にも届していて、野画の実験施設などは見学したい企業が多いと思いますと
このアンケートが総研単る斯 属の教漫にも離踊されていることを望みます。
。葛飾キャンパスが開校さヤげ切ず、全学的な産学連携が求められるでしょう。その際に矢漂オに関連した,サ
ポートが可能かと思いますと
。実際に実用化を目指した研究なら,数 迎したいでする(大学研究者による単なるお墨付きを与えるだけ
ならヤ鋭 力はできません)
。乗剤師を養成する役割があるので、区1内の医療施設の見学、輸床実留が実施できたらと,思う。また、区|
内の製薬会社の工1場見学、技術的な鵜談を受けていただけたらと思いますとよろしくお懸いしまする
。装置の試作や、試験協力などで、気軽にお願いできる中小企業と連携した、い。また、先端技術ではなく、
現在技術の向上などの相談にも積極的に対応しますので、遠慮なく訪ねてくださし、
・私の研究室は主に教学 (代数勢 についての研究を行つており、情報通信技術の基礎部分を担っており
ますが、直接的に生産現易で使われるものではありませれ そのため、いわゆる 「即物的な」技術協力
等は行えませんが、数学が軸 として用いられている技術 嘩部通信や金融等)について、数学部
分でのレクチャーを行うことは可青ヒですち
'当センターでは過去にベンチャー企業も共同開発を実施しておりまする光利用支援研究員も常馬主じてお
り、その他サポーi卜体制も充実していま曳 見学等いつでも対応いた1しますと
・高分子材料の開発、評価など可清とですので是非利用してください。
。私は、機械要素のIつである転がり軸受の研究を行つておりま曳 メーカーに17年勤務しており、転
がり軸受に関するトラブルについての相談は多数福験しておりまする車由受に関することであればお力添
えできると存じまする
・野田キャンパスヤ詢ムく設備等も充実しているので、葛飾キャンパスだけでなく野田キャンパスにもおで
かけ下さし、 とくにバイオ等は野田キヽャンパスに集中していますち

ヨ産学連携を
'う
まく行うには、まずお互|いを知ることが必要ですとそのためには、見学会、交流会などの

開催が毒えられますが大々的に行うと、それが重荷となって返って没交渉となる揚合も少なくないので
注意が必要かと思いますもあまり気負わず地道に進めたほうが良いおfAJき合いができると思っていま
すと実際に共同研究を行う場合には、場所や経費の確保が必要iですので、法ノ氏、狽Jの支援も必要ですとど

<産 学連携金般への提案>

うぞよろしくお願い申し上げます3



。私どもの学部は葛飾キャンパス構成メンパーですと特に材料工学科は多岐に亘る分野で構成されていま

すので、連携研究等も可清置ですとまずは、それぞれの=―ズとエーズを照らし合わせることができるよ

うな会を持つ事が良いかと思いまづ孔
うまず,まスタートすること力朔要 とをえています。
。研究開発だけでなく、活発な人釣交流により大学の若い期 おミ葛飾図の企業で薦騰するようになること

が、長期的なメリット|こなると思いま曳
。市町村によつては講督会を企画して中小企業の技術力の向上を図つたり、ヨンプーシアムを形成して産

学連携の促進を図っているところもあるようでする
。産学連携について、大学教員は自分の研究から出たものを世に出して、世の中をひっくり返したいと思
っていま'九現実には儲からないものが'まとんどですとこれに対して企業の要望は、ほんの数%で もよ

いから安く製造できないか、本目反する性質をなんとかできないか、といった大学教員からすれば面白く

ないものがほとんどですとこのような中で、産学連携毅 に着1味するものにするには、コミュごケーシ

ョンを活発にして、お互いの接J煮を見つけだすことがまずは大事なこととブ審いま曳
。葛鉢区様の産業振興の御力金キやその策定方針など伺うことができれば何力政田恵が出るかもしれませれ

また、当技術経営大学院への区船漫卜の力、あるいは区1内企業の方のご派遣もご検討くださいますと幸い

ですL

<樋 互の1着報公開 コ1青報交換の必要性につしヽて>

。葛飾区にある企業名と企業側の=―ズが明示されたリストがあれば良いG
・まずは具体的期 がなしヽと興味が持てるかどうかも不明。
。多数の企業や工場について、分野や業種が具体的に細分化された情報として、たとえばネットを利用し

てキーワー1ド検索できると良いと思いまする研究を進める上で、こんなものがはしい、こんなものを作

りた,い、といつた時に、簡単に調べられると大変ありがたいですし、強画で密接な連携関係を築く第一

歩になると思います
。現時点では、相互の情報が不足していると思いますので、今後一般情報を相互にやり取りしながら、よ

く深く知りたくなつた時の み`、日、ができると良いと思いますЭ
。現在では知識不足 (貴区の状況についても)で すので、特に述べられません。
。葛飾区の企業と企業が得意|とする技術をまとめた将子等があると良し、その他、公共的にアクセスでき

る咽Bな どのアクセス情幸最もあると便利かと思います。形式ですまなく、実務的なプロジェクトを期待し

ます
。どのような企業があるの力、 リストがあるといろいろと考えやすい。
・お互、いを知ることが第一歩かと思いますと
。程互に情報変換を行い、お互いを知ることが必要と思いますと
。どのような業種が多いの力、 このアンケートの際に資料が欲しいc
。積極的な情報公開、各企業の紹介

'などを充実して欲しいc

1 0



<言薫,宝 受入れ>
・たまたま本年3月 11日 に発生した原発事故に伴う環境汚染の生体影響に関して、企業 (会社)か ら要
請があるときには講漬を引き受けまづ孔
。本学で,ま総研フォーラム、シンポジジム、研究会など、研究発表と直接対話の機会が多いので、そのよ
うな場に来られると、よく状況やテーマが伝わると考えるc
・研究対象が物作り (造り)で はないが、物作りの周辺で必要なインフラ、たとえばベンチャーファィナ
ンスやリスク分析のような、ノフトインフラに区内樫曽者や企業 (従業員)が 関心を持っていただける
なら、その啓蒙臣執諺親田する意思と用意はある。
・葛怠行区i内にある工場の主要内容と、私の串門分野は若干異なるように,署われますが、計測や研究開発で
議 できることがあるようでしたら協力いたします。
。私はちょうど平成25年 3月に専任の教授を終|え、葛飾キャンパスに研究室を持ちません。非常勤とし
て出入り
｀
することはあると思いますと20年ほど前、だいぶ先輩の教授が野田商工会議所と選科大の間で

産学交流シンポジ,ム勧台広 私も鵬 くの協 大学側の識 をしや ヽ

畳と取

旬ま科学技術交流

|
センターが取り仕切っていま先 そういった形のお手伝いは出来るかも知れま
・アンケー トで想定されて

｀
いるのは、恐らく技術的な産学連携で、久喜キャン′′ミスにある怨首韓靭よ、景

自7合体におけるエーズを満たさないかも知れま卜せんЭもし経営に賛するエーズがあれば、お役に立|てる
かも知れませ札
・何なりとご相談いただければ幸いですち

<そ の他>
。生まれ育ったところなので発展を期待しまえ
。当研究室はあと一年余りで閉じますので、前半の質問のみに答えさせていただきました。言ジ嗜は中学
の途中まで金町に居りましたので、葛飾区は大変なつか【ノいところです。江戸川の土手から右手に見た
「おばけえんとつ」が今は左手に 「スカイッリーどになっているのでしょうぁ 葛飾区|の翔緊を願つて
おりま曳
・現在、研究崖内 (野田キャンパス内)には、収納できないほどのナノインプリント装置などがありまする
今は、夕博馬に場所を借りて実験を行っておりますが、葛飾区内にも、同様のレンタルラボはありますで
しようか?あれ,鉢J用したいと考えていますちよろしくお願いいたしますと
'未共日なるところがありますので、どうぞよろしくお願いいたしま曳
。残り半年で定年となりますので、積極的な意見は書けませんでした 悪しからえ・ドイツ語の研究室ですので、理系研究室のような形での産学連携、地域との揚力は難しいのですが、異
文化交流などの形で、地域の力々と違携する機会があれば、ぜひご一緒できればと思いますとB一般的に中小企業の人から意1見を求められるが、殆ど/~ィー膨ベンクがなし、協力姿勢の第一歩を失っ
ているク`一スが多い。

「
ュ

”
ェ

<専 門分野との劇翻について>
・理論天体物理の研究質なので残念ながら民間企業との接点はないと思いま抗・当研究室は基本的に理学的興味に基づく研究が主体ですとあまり応用工1学手旨向ではありませれ。大朝勇イノベーション研究科は技術経営を学んでもらっておりま曳 実髄 設等見学に相応しい研究室
ではないため、上記の回答 衛滋室況学は困難)と なりました。教育の1生格上、コンサルゲィング指導
が最も適した連携の形と思いますと





各 位
平成23年7月

葛飾区 地域振興部 薄正振興譲

東京 23区 の工場数 い岳t33,872ェ場〕

H筑 6ら返|=用多寸
―
隼1に

い.(切 手!ま不要です)

葛飾区では、平成25年 4児 に東京理科大学 (葛鋒キャンパス)が 開設さオt″ることを踏
まえ、東京理本1大手との産学連携の高r奇ほ性を検討 しッつつ、産学公連携事業を進めていき
たいと考えてお りますり

東京理科大学に!よ優れた料学知識 ・技術の蓄横 と研究体待」があり、区内の大多数をお
める中小企業との交流や技術連携など、東京理科大学との産学連携の方向は、葛飾区の

産業振興にとって重要なテーマとなってお ります.

`らなみに工業統計によりますと、葛飾圧たrま」!輝フェ場

が立勉 虫 これば新内第 Jな の五塀数でザ弔その特激Fま、

金属を始め、ゴム、ノラメチック等その多様な兼冴な薄

度な笈がで″正する郁ヵでゼ)代舞ヵな二葉秦験地域を形

成 とていますラ'

そのための第一歩として、現在、葛飾医内の企業に対 して

産学連携のユーズ調査を進めているとこるですぐ東京理や1大

学の研究者の方々におかれましても、そのご意1耗をお うかが

いするために、勝手ながら添持の調査票を用意させて1賃きま

した。

ご多忙のところ、まことに恐縮に存 じますが、本調査の趣旨をご理解いただき、アン

ケー ト調査にご協力のほどよろしくお願い中し上げます。(ご庫答いただぃた内容につい

ては秘密を厳守 と、この調査以外の宙的には使用いたしません。)

/ …

… … … … 弟 中 毒 中 一 率 _ 申 ― 中 申

ご記入に当たって

モ ア ンヶ― 卜裏の選送方濃

言う攻していただきましたアンfケー

入れて、 9月 20題 までに ご 投函

2 不 暖な点がございましたら、下記控当者まであ調い合わせ くださぃ。

葛節区 地j或振弾i部 商二張里課 ェ業張卵iナ係

産撃襲携に響するアンヶ■卜の漆額‐か

文豪墓

努"II

線r・p雲

中共室
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日無基
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去奪磐
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数
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~ キ ー 中 一 _ _ ノ



東1薫襲1幕1大1学
‐
覇1究
‐
曇1調1査1票

貴研究煮の概要について以下にご記入ください.

研究室長

キャンパス名

(電話器号 (1,求臨ilTド レス)

(十【表有の

氏 名 )
(記入者の

氏 名 )

ような 「産学連携Jの 頻度はどのくらいでし

大まかな印象でかまいません)

①共1司研究や依頼研究等は 1,比 較的多い 2(普 遼 3.比 較的少ない 4“ない

②技術等の相談。新準は  1.比 較的多い 2.普 通 83身 L較的少ない 4な い

④試験機器等の製造季託は 1.比 較的多い 2.普 通 3.比 較的少ない 4“ない

(2-1)特 にどのような 「産学連携理を希望されますか ?(該 当するtlのほ○)

1

4.

共同研究口委託研究

試験機器芍試作器の発注

ワ
々
　

Ｐ
９

技術相談・サ旨導

その他 (

3`イ ンターンシップ

(3)葛 飾区についての知識!まお持ちでしょうか ?(1つ だ【十○)

(2 )☆研究室では、次に挙|デ
｀
る

(各張霞ごと1こモつだけ○、

(毛)葛 飾区で4ま、研究室の方々に、区肉の優秀な工場をつぶさ

したいと考えております3そ のような見学会に興味がおあ

(4め 具体的な|まれたt′ (該当するもの& くヽつでも○)

よつ滑` ?

う見学会を催

(1つだ4ナ○)

・
リ
　
ク
・

キ
ｔ

ユ
β

すヽ
、　　一Ｃン

』中み
　
十一、

″
卜　　‐／、付ノ

主.教景自身が参力Blンたい       2.学 生を参カロさせたけヽ

3。バスなどの手配があれば参加 iンてもよい

4,興味を引く企業や業種であ力1ノば参加 してもよい

5でその他 (

一一 雲 厨も露入をお願 とヽあます 一
一



(5)(4)の質問とは逆に、葛飾区の企業者が貴研究室の見学を希望した場合、受けt入れる
ことは可能でし、たうか

.P(1つ
だfすo)

( 5王)そ の条件とすまどのようなことで tクょうか ?
幸横です4

具体的に記入 して頂けれは

(6)最後に、葛節区における産学連携に関して、ご意見 ・ア ドバィス等がございました
ら、どのようなことでも構いませんのでご記入ください。

一一  ご 筋力あ ク′がを多こ
・
ざ, まヽと″た。――

2




